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産業技術総合研究所（以下，産総研）広報部と臨海副

都心センターでは，2012 年 11 月 10 日，11 日の両日，

一般公開を実施した．当日は科学未来館や産総研臨海副都

心センターにおいて日本最大級のサイエンスイベントであ

る「サイエンスアゴラ」と同時開催された．サイエンスア

ゴラは，サイエンスを通してみんながつながる「ひろば」

である．サイエンスについてのおもしろいこと，気になる

こと，さらにこれからのことを，一緒に楽しみ，語り合い，

共有するマルチイベントである．一般向けのサイエンスを

楽しむ実験教室やサイエンスショー，科学に興味を持つ学

生向けの考えを深め共有するワークショップやシンポジウ

ム，科学技術広報担当者対象のシンポジウムなど，さまざ

まなバックグラウンドを持つ人たちが企画した，多彩なイ

ベントとなっている．

産総研の一般公開でも，臨海副都心センターのロビー

を中心に偏光板を使った万華鏡作りなどの工作教室や，産

総研で開発されたセシウム吸着材であるプルシアンブルー

の実験，小型ロボットであるチョロメテ 2 などの体験イ

ベントとともに放射線計測やロボット工学に関する研究紹

介の講演会が行われた．産総研臨海副都心センター一般公

開には 2 日間で 1,500 名の来場者があった．

地質分野に関しては，プリズムメガネで見る日本およ

びその周辺海域の地形，シームレス地質図およびエキジョ

ッカー（宮地・兼子，2007）などが展示・公開された．

日 本 お よ び そ の 周 辺 海 域 の 地 形 に 関 し て は， 岸 本

（2004）で紹介されたもので，プリズムで光が屈折して虹

色に分光されるという原理を利用して，色により見える位

置を遠近に分け立体的に表現するものである．特に海溝や

海底火山など普段目にすることのない海底の地形に大きな

反響があった．また，サイエンスアゴラと同時開催であっ

たこともあり，来場者には教員や研究者の方も多く，プリ

ズムメガネを利用した立体視については，プロジェクター

などでの投影による授業での利用の可能性や，日本周辺の

地形概観図として配布・販売の要望が寄せられた．また，
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考古学の研究者の方からも朝鮮海峡や津軽海峡などの深さ

と海退期に陸橋になったかなどの質問もあり，通常の普及

イベントとは違い多様な質問が寄せられた．

一方，シームレス地質図は 2006 年に全国の 20 万分の

1 地質図を境界のない凡例でつなぎ web 上で一般公開さ

れたものである．その後改良され，2011 年よりポインタ

ーの位置の凡例や簡単な説明がプルアップで表示する機能

が付加されたり，タブレット端末やスマートフォンで閲覧

可能なバージョンが公開された（西岡，2012）．また，こ

のデータを基にしてカラーのアナグリフ画像に変換した関

東地方の地質図を展示した．アナグリフ画像は青・赤のメ

ガネで立体視でき，地質と地形の関係が良くわかる．シー

ムレス地質図は平成 23 年度に年間アクセス数が 1,200 万

件以上（経済産業省，2012）あり，研究データベースと

して活用されているものではあるが，まだ一般には知名度

が低いようだった．タブレット端末と無線 LAN を使った

実演を行い，自宅や旅行先の地盤について簡単に知ること

ができることなどを説明し多くの方に興味を持っていただ

いた（写真 1）．

サイエンスアゴラや産総研臨海副都心センター一般公

開に来られた方の多くは地質自体にはあまり関心のない方

も多い．このイベントを通じて，多くの方に興味を持って
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写真 1　シームレス地質図について，タブレット端末を用いて説明．
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いただけたと思う．限られた時間での説明ではあるが，他

の分野の方からも常に新しい疑問を投げかけられ，説明す

る方が勉強になることの多いイベントであった．
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